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第Ⅲ編 地域福祉の推進に向けて 
 

１．計画の周知 
本計画及び計画の実施状況に係る情報は，広報紙やホームページ等，様々な媒体に掲

載し，広く市民への周知を図ります。 

 

２．連携・協働による地域福祉の推進 
本計画の理念を実現するためには，市民や行政，関係機関等が連携・協働し「我が事」

として参画することが重要です。各論の活動の推進に関わる主体に列記した個人・団体

等が取組の中心となり，地域福祉を推進します。 

 

３．計画の評価 
本計画を推進するため，大竹市地域福祉等推進検討会議と大竹市地域福祉等推進協議

会において，令和４（２０２２）年度に中間見直しを行います。進捗状況の把握と評価

を行い，PDCA サイクルを構築することにより，効果的な取組を実施します。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

PDCA サイクルとは，品質改善や業務改善等に広く活用されているマネジメント手法で，計画（PLAN），実行（DO），評価

（CHECK），見直し・改善（ACTION）のプロセスを順に実行していく進行管理のことです。 

 

 


